
 

五
條 

御
所
を
歩
く 

 
王
寺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
第
１
回
研
修
会 

 

９
月
26
日
に
王
寺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
の
第
１
回
研
修
会
を
「
天
誅
組
ゆ
か
り
の
五
條
・

葛
城
王
朝
の
里
御
所
訪
問
」
を
テ
ー
マ
に
開
い
た
。

初
め
て
の
研
修
会
の
こ
と
で
も
あ
り
、
よ
り
分
か
り

や
す
く
す
る
た
め
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
み
た
。 

 

天
誅
組
ゆ
か
り
の
五
條 

 

王
寺
町
の
バ
ス
で
五
條
市
内
の
民
俗
資
料
館
に
到

着
。
案
内
さ
れ
た
資
料
室
の
椅
子
に
座
る
と
、
か
な

り
年
を
召
さ
れ
た
婦
人
が
棒
を
持
っ
て
立
ち
上
が
っ

た
。
何
が
始
ま
る
の
か
と
思
っ
た
と
た
ん
に
「
明
治

維
新
の
魁
（
さ
き
が
け
）
と
し
て
天
誅
組
は
１
８
６

３
（
文
久
３
）
年
８
月
に
挙
兵
し
た
尊
攘
激
派
グ
ル

ー
プ
は
」
と
話
し
始
め
ら
れ
た
の
に
は
驚
い
た
。
こ

の
年
、
中
央
政
局
を
動
か
し
た
尊
攘
派
の
う
ち
真
木

和
泉
ら
の
た
て
た
攘
夷
親
征
計
画
に
よ
り
、
８
月
13

日
の
孝
明
天
皇
の
大
和
行
幸
の
詔
が
出
さ
れ
た
。
こ

れ
を
機
に
大
和
の
天
領
占
拠
を
目
指
し
て
、
土
佐
の

吉
村
寅
太
郎
、
備
前
の
藤
本
鉄
石
、
三
河
の
松
本
奎

堂
（
け
い
ど
う
）
ら
を
中
心
と
し
て
、
公
卿
・
中
山

忠
光
を
擁
し
て
結
成
さ
れ
た
。 

 

８
月
14
日
に
京
都
を
出
て
、
大
坂
と
河
内
を
経
て

大
和
に
入
り
、
17
日
に
五
條
代
官
所
を
襲
撃
し
て
代

官
・
鈴
木
源
内
を
殺
害
し
、
代
官
所
支
配
地
の
朝
廷

直
領
化
、
そ
の
年
の
年
貢
半
減
な
ど
を
布
告
し
た
。

初
め
は
土
佐
、
筑
後
久
留
米
、
鳥
取
な
ど
の
脱
藩
者

が
多
か
っ
た
が
、
河
内
の
庄
屋
層
が
加
わ
り
、
京
都

政
変
（
８
月
18
日
）
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
十
津
川
郷

士
の
大
量
動
員
を
は
か
っ
た
。
26
日
に
目
指
す
高
取

城
攻
撃
に
失
敗
す
る
と
、
十
津
川
郷
士
の
離
反
が
相

次
ぎ
、
さ
ら
に
諸
藩
兵
の
追
討
を
受
け
て
敗
走
を
続

け
、
６
月
24
日
大
和
吉
野
郡
鷲
家
口
の
激
戦
で
多
数

の
犠
牲
者
を
出
し
て
壊
滅
し
た
。 

幻
の
五
新
鉄
道 

バ
ス
も
廃
止 

 

明
治
末
期
、
五
條
市
か
ら
新
宮
市
ま
で
を
結
ぶ
「
五

新
鉄
道
」
の
建
設
熱
が
高
ま
り
、
昭
和
12
（
１
９
３

７
）
年
に
着
工
。
吉
野
川
横
断
の
橋
脚
、
生
子
ト
ン

ネ
ル
の
貫
通
ま
で
至
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

り
資
材
不
足
な
ど
の
理
由
で
、
工
事
は
中
断
さ
れ
た
。

戦
後
、
工
事
が
再
開
さ
れ
、
昭
和
34
（
１
９
５
９
）

年
に
五
條
―
城
戸
間
の
路
盤
工
事
が
完
成
し
、
軌
道

設
置
工
事
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
が
、
経
済
社
会
情

勢
な
ど
の
変
化
に
よ
り
、
中
断
さ
れ
〝
五
新
鉄
道
の

夢
〟
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
平
成
９
（
１
９
９
７
）

年
に
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
新
人
監
督
賞
受
賞
し
た
河
瀬

直
美
監
督
の
映
画
「
萌
の
朱
雀
」
は
、
五
新
鉄
道
と

西
吉
野
村
の
雄
大
な
自
然
を
題
材
に
し
た
物
語
だ
っ

た
。 路

盤
を
活
用
し
て
運
行
し
て
い
た
「
路
線
バ
ス
専

用
道
五
條
西
吉
野
線
」
は
廃
止
が
決
ま
り
、
私
達
が

訪
れ
た
翌
日
の
27
日
に
「
バ
ス
専
用
道
を
偲
ぶ
」
記

念
碑
の
序
幕
な
ど
さ
よ
な
ら
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
30

日
に
は
最
終
便
を
見
送
り
49
年
の
歴
史
に
終
止
符
を

打
っ
た
。 

往
時
の
情
緒
漂
う
新
町
通
り 

 

江
戸
参
勤
に
も
利
用
さ
れ
た
旧
紀
州
街
道
に
は
今

で
も
江
戸
時
代
の
景
観
を
残
す
街
並
み
が
残
っ
て
い

て
、
宿
場
・
商
業
の
町
と
し
て
発
展
し
た
往
時
の
栄

華
を
偲
ば
せ
て
い
る
。
漆
喰
塗
り
の
壁
や
虫
篭
窓
、

格
子
の
家
々
の
連
な
る
通
り
を
歩
け
ば
江
戸
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
だ
。 

 

日
本
最
古
の
民
家 

栗
山
邸 

新
町
通
り
で
目
を

引
く
の
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
栗

山
邸
。
慶
長
12
（
１
６
０
７
）
年
の
棟
札
が
あ
り
、

建
築
年
代
の
わ
か
る
民
家
と
し
て
は
、
日
本
最
古
の



建
物
。
現
在
も
住
居
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

 
松
倉
重
政 

頌
徳
（
し
ょ
う
と
く
）
碑 

関
が
原

合
戦
で
の
功
績
で
一
万
石
の
大
名
と
し
て
二
見
城
主

に
な
っ
た
。
慶
長
13
（
１
６
０
８
）
年
。
城
下
町
振

興
策
と
し
て
新
町
村
を
開
設
、
諸
役
を
免
減
し
商
売

を
や
り
や
す
く
し
、
商
人
の
結
集
を
図
っ
て
、
五
條

が
南
和
地
域
の
中
心
地
と
し
て
発
展
す
る
基
礎
が
築

か
れ
た
。
町
民
た
ち
は
名
君
と
崇
め
て
、
厄
除
弘
法

大
師
西
方
寺
境
内
に
頌
徳
碑
を
建
て
た
。 

 

初
代
保
安
庁
長
官 

木
村
篤
太
郎 
明
治
19
（
１

８
８
６
）
年
、
五
條
生
ま
れ
。
昭
和
21
（
１
９
４
６
）

年
、
第
１
次
吉
田
内
閣
の
司
法
大
臣
、
第
３
次
内
閣

の
法
務
総
裁
、
第
４
次
内
閣
で
新
設
の
保
安
庁
長
官

に
就
任
し
た
。
生
家
が
新
町
通
り
に
面
し
て
今
も
残

っ
て
い
る
。 

 

櫻
井
寺
・
天
誅
組
本
陣
・
首
洗
い
鉢 

櫻
井
寺
は

天
暦
年
間
（
９
７
４
～
９
５
７
）
桜
井
康
成
の
創
建

と
伝
え
る
古
刹
。
天
誅
組
が
本
陣
と
し
て
五
條
新
政

府
と
号
し
た
櫻
井
寺
に
は
、
さ
ら
し
首
に
な
っ
た
代

官
・
鈴
木
源
内
の
首
を
洗
っ
た
と
さ
れ
る
首
洗
鉢
も

残
さ
れ
て
い
る
。 

◇ 
 

 

◇ 
 
 

◇ 

 

五
條
で
は
、
先
ず
天
誅
組
の
こ
と
を
立
て
板
に
水

の
ご
と
く
話
し
て
貰
っ
て
分
か
っ
た
の
は
、
私
は
天

誅
組
の
蜂
起
は
少
数
の
者
が
以
後
の
戦
略
も
立
て
ず

に
、
先
走
り
で
失
敗
し
た
と
の
印
象
が
あ
っ
た
が
、

地
元
で
は
「
明
治
維
新
の
魁
」
と
し
て
、
英
雄
扱
い

さ
れ
て
い
る
。
五
新
鉄
道
が
戦
争
な
ど
で
中
止
に
な

ら
な
け
れ
ば
、
昔
の
五
條
市
は
奈
良
市
に
次
ぐ
人
口

を
誇
っ
て
い
た
そ
う
で
、
実
現
し
て
い
れ
ば
、
交
通

の
中
心
地
と
し
て
凄
い
都
市
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ

ろ
う
。
今
の
人
口
は
王
寺
町
と
同
じ
ほ
ど
だ
が
、
街

と
し
て
の
形
態
を
整
え
て
い
る
。
何
か
必
要
な
品
物

を
買
お
う
と
思
え
ば
市
内
の
ど
こ
か
で
買
え
る
。
王

寺
も
昔
は
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
今
は
ベ

ッ
ト
タ
ウ
ン
化
し
て
、
商
店
が
少
な
く
、
ち
ょ
っ
と

し
た
買
い
物
は
大
阪
か
奈
良
へ
行
っ
て
い
る
。 

葛
城
の
道 

神
々
の
里 

名
柄 

背
後
に
葛
城
山
の
長
々
と
し
た
尾
根
を
頂
い
た
名

柄
の
地
は
、
古
く
は
長
江
と
言
い
、
そ
れ
が
い
つ
し

か
転
じ
て
現
在
の
名
に
な
っ
た
と
言
う
。
こ
こ
に
は

旧
街
道
沿
い
に
古
い
民
家
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
江

戸
時
代
の
雰
囲
気
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。 

大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
、
名
柄
に
新
し
い
溜
池

を
つ
く
る
際
に
、
銅
鐸
と
銅
鏡
が
偶
然
出
土
し
た
。

銅
鐸
・
銅
鏡
と
も
に
、
弥
生
時
代
中
期
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
銅
鐸
と
銅
鏡
が
一
緒
に
出
土
す
る
こ
と

は
大
変
珍
し
く
、
一
躍
注
目
を
浴
び
た
。 

ま
た
、
名
柄
小
学
校
内
の
発
掘
調
査
で
は
、
古
墳

時
代
の
豪
族
が
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
居
館
跡

も
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

古
い
歴
史
の
神
話
の
舞
台 

昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
、
葛
城
村
と
の
合
併
で

葛
上
村
と
な
る
ま
で
は
、
御
所
市
の
中
西
部
、
金
剛
・

葛
城
山
の
麓
に
広
が
る
九
つ
の
集
落
は
、
南
葛
城
郡

吐
田
郷
（
は
ん
だ
ご
う
）
村
だ
っ
た
。
吐
田
郷
は
日

本
神
話
の
舞
台
と
し
て
奈
良
県
で
も
最
も
古
い
歴
史

を
持
つ
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
宿
場

町
と
し
て
栄
え
、
昭
和
初
期
ま
で
約
80
軒
の
商
店
が

吐
田
郷
の
名
柄
に
集
中
し
て
い
た
。 

中
村
家 

御
所
市
内
で
最
も
古
い
建
物
で
、
中
世
、

吐
田
城
主
だ
っ
た
吐
田
越
前
守
の
子
孫
に
あ
た
る
中

村
正
勝
が
慶

長
期
（
１
５

９
６
～
１
６

１
５
）
に
建

て
た
と
推
定

さ
れ
る
。
江

戸
初
期
の
家

の
造
り
を
今

に
伝
え
る
建

造
物
は
、
全

国
的
に
み
て

も
歴
史
的
価

値
の
高
い
も

の
で
、
国
の

重
要
文
化
財

に
も
指
定
さ



れ
て
い
る
。 

本
池
口
家 

江
戸
中
期
の
建
物
で
、
元
国
務
大

臣
・
堺
屋
太
一
（
本
名
・
池
口
小
太
郎
）
の
実
家
。

先
祖
は
堺
の
両
替
商
で
、
こ
の
名
柄
で
木
綿
と
菜
種

油
の
仲
買
を
営
ん
で
い
た
。 

末
吉
家
と
巨
木 
大
和
屋
根
、
高
塀
作
り
、
母
屋

は
江
戸
時
代
中
期
の
建
物
で
、
末
吉
家
は
大
庄
屋
を

務
め
て
い
た
。
庭
に
は
、
樹
齢
８
０
０
年
と
言
わ
れ

る
ケ
ヤ
キ
２
本
と
ク
ス
ノ
キ
１
本
が
植
え
ら
れ
て
い

る
。
屋
敷
の
北
側
に
は
石
橋
池
と
い
う
池
が
あ
り
、

今
も
水
を
た
た
え
て
い
る
。
庭
の
西
側
に
は
、
別
名

「
ハ
ガ
キ
の
木
」
と
呼
ば
れ
る
多
羅
葉
（
た
ら
よ
う
）

の
木
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

長
柄
神
社 

名
柄
街
道
と
水
越
街
道
の
交
差
点
に

位
置
し
て
い
る
。

祭
神
は
下
照
姫
で
、

俗
に
姫
の
宮
と
称

し
、
延
喜
式
神
名

帳
に
記
さ
れ
て
い

る
。
日
本
書
紀
に

よ
る
と
、
天
武
９

（
６
８
０
）
年
９

月
９
日
に
天
武
天

皇
が
境
内
で
流
鏑

馬
（
や
ぶ
さ
め
）

を
行
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
本
殿
の

ひ
さ
し
に
は
、
泥

絵
の
具
で
勇
壮
な
龍
が
描
か
れ
て
い
る
。 

一
言
主
神
社 

願
い
を
一
言
だ
け
聞
い
て
く
れ
る

「
い
ち
ご
ん
さ
ん
」
と
し
て
地
元
の
人
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
る
。
祭
神
は
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
の
中
に

出
て
く
る
事
代
主
命
（
こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
か
み
）
で

あ
る
。 

雄
略
天
皇
が
葛
城
山
で
狩
を
し
て
い
る
時
、
神
は

天
皇
と
同
じ
姿
で
現
れ
、
天
皇
が
「
お
前
は
何
者
だ
」

と
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
「
私
は
善
も
悪
も
一
言
で
言

い
放
つ
神
で
あ
る
」
と
申
さ
れ
、
天
皇
は
ひ
れ
伏
し
、

そ
の
後
、
共
に
狩
り
を
楽
し
み
、
神
は
久
米
川
（
現
・

曽
我
川
）
ま
で
天
皇
を
送
っ
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
し
か
し
、
続
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
雄
略
天
皇
と

狩
り
の
こ
と
で
、
い
さ
か
い
を
起
こ
し
、
四
国
の
土

佐
に
流
さ
れ
た
と
い
う
。
土
佐
風
土
記
に
よ
れ
ば
、

そ
の
後
許
さ
れ
て
葛
城
の
高
宮
付
近
に
祀
ら
れ
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。 

◇ 
 

 

◇ 
 
 

◇ 

 

御
所
・
名
柄
地
区
で
は
、
銅
鐸
、
銅
鏡
や
古
墳
時

代
の
居
館
跡
な
ど
か
ら
、
葛
城
王
朝
な
ど
の
古
い
歴

史
を
感
じ
る
こ
と
と
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
の
か
け

て
の
商
店
（
商
業
）
が
栄
え
た
こ
と
は
、
大
き
な
家

が
数
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。 

 

最
後
に
、
今
回
参
加
し
た
39
人
が
一
同
に
集
ま
り
、

豆
腐
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
そ
の
時
に
研
修
受
講

生
の
参
加
者
13
人
が
、
一
人
々
々
が
順
番
に
立
っ
て

自
己
紹
介
と
研
修
会
に
参
加
し
た
感
想
を
述
べ
て
貰

っ
た
の
が
非
常
に
良
か
っ
た
。
ま
た
、
同
席
し
て
頂

い
た
名
柄
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
先
輩
と
し
て
「
話
は

短
め
に
。
少
人
数
を
ガ
イ
ド
す
る
時
は
要
注
意
（
や

た
ら
と
詳
し
い
人
が
い
る
）
。
女
性
は
花
が
好
き
（
自

分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
に
関
心
）
」
な
ど
の
貴
重
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
今
後
の
た
め
に
有
難
か
っ
た
。 

 

五
條
、
御
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

に
は
お
世
話
に
な
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
三
宅 

茂
樹
】 


